
令和元年度 浅口市立金光中学校 学校評価書資料
（Ａ：目標を上回った Ｂ：ほぼ目標どおり Ｃ：目標を下回った）

自 己 評 価
学校経営
目標等 具体的計画 達 成 基 準 中 間 最 終

総合評価 分析・改善方策
達 成 状 況 評価 達 成 状 況 評価

１確かな学力 (1)基礎的・基本的 ・９割以上の教員が主体的・対話的で深い
の向上 な知識・技能の 学びを意識した授業を工夫する。

習得と思考力・ ・個別の学習相談や補充学習を年間１３日
判断力 ・表現 以上行う。
力の育成 ・７割以上の生徒が家庭学習をよくしてい

ると答える。
・コミュニケーション能力育成を意識して
指導する。

・９割以上の教員がＩＣＴ器を活用する。

(2)落ち着いた学習 ・ほとんどの生徒が学習規律を守り、落ち
環境づくり 着いて授業に取り組む。

２豊かな心の (1)体験活動の充実 ・学校行事、生徒会活動、ボランティア活
育成 動、職場体験などに対して、８割以上の

生徒が達成感を持つ。

(2)道徳教育の充実 ・全教員が決められた道徳の時間数を行い、
教科書や資料などの教材を有効に活用す
る。

・全教員が適切な評価を行うなど、道徳の
よりよい授業づくりに努める。。

・教育諸活動において、道徳的心情が育つ
ような指導を意識している。

・８割以上の生徒が「自分にはよいところ
がある」と思う。

(3)信頼関係にもと ・基本的な生活習慣を定着させる。
づく積極的な生 ・清掃活動や美化活動を充実させる。
徒指導の推進と ・生活ノートの効果的な活用や教育相談の
望ましい集団づ 充実を図る。
くり ・日常的に声かけを行い、生徒の心の声に

も耳を傾ける。
・よい人間関係が築かれ、望ましい集団に
なっている。

３特別支援教育 (1)特別支援教育の ・９割以上の教員が特別支援教育の視点を
の充実 理解と意識高揚 もって、授業改革に取り組む。

(2)特別な教育的ニ ・９割以上の教員が教育活動全般にわたり、
ーズに対応する 特別な教育的ニ－ズのある生徒に適切
支援の充実 な支援を行う。

４地域ととも (1)積極的な情報提 ・様々な情報発信によって、８割以上の保
に あ る 学 校 供 護者が、学校の様子をよく知ることがで
づくり きると思う。

（コミュニテ
ィ ス ク ー ル (2)家庭・地域との ・コミュニティスクールについて、地域や
を目指して） 連携促進と学校 保護者と連携し、学校運営協議会への関

運営協議会の基 心が高まり、その基盤づくりができてい
礎づくり る。

(3)校種間の連携推 ・全教科で、小学校の出前授業及び情報
進 交換や研修会参加などのの機会を持つ。

・校種間で子ども同士の交流の機会を年
間２０回以上持つ。




